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言語学×経済学ワークショップ

2026年

3月12（木）
18:00 - 20:00

ミーティング ID: 993 9103 7854
パスコード: 680988

事前申し込み不要
QRコード/ミーティングID、
パスコードでご入場ください

Zoom info.Zoom info.

協賛：グッドマネーラボ https://goodmoneylab.org/

Zoom WorkshopZoom Workshop 発題者

言語と通貨は、いずれも通用範囲が広い方が有用で
あると思われがちです。しかし今日の言語・通貨の実態
は、はるかに多様です。英語や米ドルが依然としてグロー
バルな標準や基軸として機能する一方で、移民のコミュ
ニティ言語、少数言語の復興運動、地域（コミュニ
ティ）通貨や企業通貨の広がりなど、限られた通用範囲
に独自の社会的・経済的価値が見いだされる事例も増
えています。デジタル化はこの二重の動きをさらに加速さ
せています。
固定された一国家一言語／通貨の時代から流動的

で多元的な言語・通貨の生態系の時代へと移り変わる
とすれば、言語も通貨も、選択と使い分けがカギとなるで
しょう。本ワークショップを、変化しつつある社会・技術・経
済環境のなかで、人間の二大メディアともされる言語と通
貨にどのように向き合うべきかを、学際的に考える場とし
たいと考えています。


